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RESUME

Parmi des fruits 6blouiss･ants sur le dandysme ou le dandy, choisissons

comme point de depart un texte de Barbey d'Aurevilly, intitu16 Du dandysme

ei de George Brummell, qui parut en 1845. Il est possible 6galement de parler

d'un
essai

de Charles Baudelaire, Le ♪eintre de la vie moderne (1863), car le

po6te des Fleurs du Mal y mit en lumi占re le dandy, au chapitre 9 en particu-

1ier. On y trouve de belles phrases bien connues: "Le dandysme est un soleil

couchant; comme l'astre qui decline, il est superbe, sans chaleur et plein de

m色1ancolie." Et pourtant, nous avons une preuve que Baudelaire avait lu et

relu ce texte de Barbey d'Aurevilly, parce que dans sa critique
d'art Salon de

1846, le po8te °it pr色cis色ment: <{En relisant
le livre du Dandysme, par M.

Jules Barbey d'Aurevilly, 1e lecteur verra clairement que le dandysme est une

chose moderne.〟

Or, on sait bien cette phrase de Thomas Carlyle dams son Sarior Resartus

(1833-34): "Every faculty of his (dandy's) soul, spirit, purse and person is he-

roically consecrated to this one
object,

the wearing of Clothes wisely and

well." Voila un avis typique sur le dandysme, mais le dandysme de surface.

Barbey d'Aurevilly ne consentira point去. cet avis de Carlyle. Alors que

pour le dernier, 1e dandysme n'est qu'une色16gance ext6rieure a la
mode, pour

notre auteur, 1e dandy est avant tout celui qul Veut tOujours produire l'imp-

r色vu en gardant l'impassibilit6, non par une action excentrique, mais par une

attitude de sang-froid envers le monde. Ce dandy se moque profond6ment de

l'ordre 6tabli dans une soci6t台, mais il ne l占ve pas un 6tendard de
r色volte

d'une mani占re directe. II s'ennuie d'une
resistance passionn6e, et il veut

seulement se venger de la r6gle "tout en la subissant."
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Toujours dams un rらle, 1e dandy selon Barbey d'Aurevilly n'est jamais

vraiment lui-mime. Ce com色dien orgueilleux, qui poss占de une intelligence

p6netrante et une aptitude profondeえdeviner la vulgarit6 du moude, cache

bien des douleurs: I-Ces sto王cien orgueilleux
de boudoir boivent dans leur

masque leur sang qul COule, et rest占nt masques.'' On verra enfin chez Barbey

d'Aurevilly une separation absolue
du dandysme et de l'61色gance ext6rieure.

′

Gr会ceえce divorce audacieux entre ces deux mots, le mot dandysme fut bien

enrichi pour aller JuSqu'えavoir le sens spirituel et sioi'cien.

なお,本文中でボードレールの作品,書簡からの引用は,下記の略記号で示した｡

BOP I: Baudelaire, (おuvres completes I, Biblio. de la Pl色iade, Gallimard, 1975･

BOP II:同上, ⅠⅠ,1976.

BCP I: Baudelaire, Correspondance I, Biblio･ Lde la P16iade, Gallimard, 1973･

BCP II:同上, ⅠⅠ,1973.

1.はなやかな装いほ,いっのまにか消えてしまう｡18世紀後半から19世紀初頭にか

けて,浮かんでは沈み,また現れては隠れていった酒落男や伊達男たち｡そのふるまいや

ファッ.ションに関して用いられた｢バック｣Buckだの, ｢ブラッド｣Bloodだの, 1786年

ごろにほマカロニ･クラブさえあったというイギリスのイタリアふう伊達男を指す｢マカ

ロニ｣ Macaroniだの, 1796年ごろのフランス執政政府時代の酒落男を言う｢アンクロワ

イアブル｣ Incroyableだの,あれこれの用語は,時の流れにおしやられた｡

そして年月のひだを通りぬけて, ｢ダシディ｣ Dandyだけがいまなお口の端にのばり,

強烈な,かすかな薫りとなって世紀のほざまをたなびく｡ロンドンという舞台で,ブラン

メルやバイロンやリットンが華麗なダンディ伝説をつくりあげた19世紀はじめの30年

間,やがてそれほ英仏海峡をわたり,作家のメリメやスタンダールやバルザックがそれぞ

れに創りだしたサン-クレール,ジ■ユリアン･ソレル,リュシアン･ドゥ･リ､ユバン.プレ

等々の登場人物に息をふきこんだのであったoそして1878年,ようやくフランス学士院

がこの用語｢ダンディ｣を認知するまで,われわれはその語にたくされるさまざまな像を

見るのだ｡もとより,ひとりの人間の外観や精神や生きかたをただ1語で集約しようとす

るとき,それは場合によってとりどりの色彩をおび,種々のひびきを発するだろうo

しかしとりあえず,見かけのダンディがある｡ 19世紀のフランスを代表する言語学老

のひとりエミール･リトレの『フランス語辞典｣ (EmileLittr6,Dictionnairedelalan-

gue francaise, 1863-73)の定義は,簡潔明瞭であり,この語に多義性のはいりこむ余地

はない｡

ダンディ,身づくろいに凝り,こっけいなほどモードを誇張する男｡

(dandy, Homme recherch6 dams sa toilette et exag色rant
le島 modes jusqu'au
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ridicule.)

この定義からは,たとえばミュッセが1838年に発表したみじかい小説の主人公フレデ

リックなどが思いだされる｡

彼ほカッフェで夕食をとり,ブローニュの森に出かけ,きれいな衣服を身につけポ

ケットにほ金をつめこんでいるのが常であった｡さて完全な｢ダンディ｣になりきる

にほ, 1頚の馬とひとりの愛人が欠けているだけだった｡

--il dinait au caf6, allait au Bois, avait de beaux habits et de l'or dams

ses poches; il ne lui manquait qu'un chevalet une ma'1treSSe pour 6tre un

dandy accompli. (Alfred de Musset, Fre'de'ric et Berneretie, Cbuvres comp18te

en prose, Biblioth占que de la P16iade, 1960, p. 467)

あるいは1830年にバルザックが『流行』 LaMode誌に5回はど連載したエッセイ,

｢優雅な生活概論』を読んでもよい｡ここで作家ほ,人間の階層を3つに分類した｡

労働する人間 L'bomme qui travaille,

考える人問 L'bomme qul penSe,∫

何もしない人間 L'bonme qui ne fait rien.

そしてこの3種の人間がすごす生活は,つぎの3つになる,と整理するのである｡

仕事に追われる生活 La vie occup6e,

芸術家の生活 La vie d'artiste,

優雅な生活 La vie 61色gante.

さてバルザックの見解では,優雅な生活とほ｢外見上の,･そして物質的な生活の完成｣

にはかならず, ｢ダンディスムとは,優雅な生活の異端である｣o こうして読みすすむと,

彼の念頭を占めるダンディ像は,富裕な財産を背景にしたセンスのすぐれた人物であって,

今日においても,こうしたイメージはもっとも普遍化したものである,と言うことができ

るだろう.青年期に事業で巨額な負債を負って,一生それに追われながら, 1日50杯のコ

ーヒーで睡気とたたかい, 28年間におよそ150編の小説を書いて51歳で死んだバルザッ

ク自身が,彼の考えるダンディであり得なかったことほ言うまでもないo

2.見かけのダンディのつぎに,ひややかで悲哀感をただよわせたそれが現れる｡ ｢ダ

ンディスム｣とよぶにあたいするような,一種の精神性を獲得してくるのは,いつのころ

からであろうか｡ひとがただちに想起するのほ,シャルル･ボードレールである｡現代の

小辞典『プティ･ロベール』をひらいても,

ダンディスム, (19世紀)エレガントな態度,ダンディの洗錬｡｢ダンディスムとは

身づ■くろいや,物質的なエレガンスを常軌を逸してまで追求する噂好でほない.そう
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したものは,完全なダンディにとって,自分の精神の貴族的な優越のひとつの象徴に

すぎない｣ (ボードレール)

DANDYS淑E, Mani占res 616gantes, ra位nement du dandy (au XIXe s) iLe

dandysme n'est pas- ･･un gout immod6r色de la toilette et rde l'色1色gance

mat6rielle. Ces choses ne sont pour le parfait dandy qu'un symbole
de la

sup6riorit6 aristocratique de son
esprit≫.(Baudel.).

とあって,例文にはボードレールの美術批評, ｢現代生活の画家｣ (LePeiniredela vie

moderne,1863)から引いている.そしてこのエッセイの9,章｢ダンディ｣はiオランダ

生まれのフランス人画家コソスタソダ,y■･･ギイスを論じたことなどはとんど忘れられ,も

っぱらダンディの美学を定義したテキメト乏して飽きることなく引用されてきたのである｡
あるいはまた,晩年の詩人が草稿のま.ま遺した覚え書き, 『赤裸のJb』のなかの2行が,

くりかえし引かれる｡

｢ダンディ｣ほ絶えず崇高であろうとして渇望しなければならない｡彼は鏡を前に

して生き,眠らなければならない｡

Le Dandy doit aspirerえ6tre sublime sans

･intertuption;
il doit vivre et

dormir devant un miroir. (Mow cαur mis a nul BOP I, p. 678)

しかしながら,これらのダンディスム論がボードレールの独創的な思索の結実ではない

ことを,われわれはよく知っている.『現代生活の画家』が発表された1863年よりもはる

か以前,詩人が詩集『悪の華』を出した1857年より11年も前に,まだ25歳をむかえ

たばかりのボードレールは,その美術批評『1846年のサロン』の18章｢現代生活の英雄

性について｣でこう述べるo

ジュール･パルべ-･ドールゲィイ氏の『ダンディスム論』を読みかえすと,ダン

ディスムとは現代の産物でありまったく新しいもろもろの原因から生じていることが,

読者にははっきりとわかるだろう｡

En relisant le livre du Dandysme, par M. Jules Barbey d'Aurevilly, 1e lec-

teur verra clairement que le da･ndysme est une chose moderne et qui tient a

de忌 causes toutえfait nouvelles. (BOP II, p. 494)

パルベイ･ド-ルヴィイ,ノルマンディー地方の名門出身ながら一家の破産によって貧

窮の底におちこみ,しかしあくまで貴族として孤高のプライドを守りとおしたこの小説家

は, 1845年, rダンディスムおよびG.ブランメ}L,論』というエッセイを発表して文壇の

注目をあびていた｡この時期にボードレールが,ダンディスム論をとりわけ熟読したであ

ろうことは,.想像にかたくない.彼自身のいわゆる｢ダンディの時代｣は, 1844_年9月,
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家族がおこした民事訴訟により,.法定後見人をつけられてしまったときに終ったかもしれ

ない｡だが1842年に21歳の成年に達し,実父ジョゼフエフランソワ･ボードレールの

遺産10万フランを相続してから,その奔放な生活におそれをなした家族が法的に後見人

をつけるまで,彼としては理想のダンディに近い生き方をしたつもりだったのだ｡

セーヌ川の中島サン-ルイ島のアパ,/レトマン,買いまくる高価な美術品,混血の愛人ジ

ャンヌ･デュヴァル,文人や画家たちとの交遊,麻薬を味わうパーティ｡すべてほ, 44

年9月21日にくだされたく準禁治産者)の宣告とともに幕をおろす｡.以後は,法定後見

人の手から毎月の生活費を支給さjlるだけなのであるo1ケ月200フラ.ソoこの金額が当

時の′ミリでどのくらいのものであったかを,たとえば河盛好蔵氏ほ労作『パリの憂愁,ボ

ードレールキその時代｣(河出書房,昭和53年)の6章で報告しているo1840年ごろの

カルチェ丁ラタンの学生がふつう親から仕送りをうけていた額ほ1年1500フラ､ンである

とか1850年ごろのパリ市民の食費が,平均1年365フランから460フラン程度である

とかoボードレールが法定後見人から渡される年間2400フ=/,ンは,だから,一市民?収

入として決して低い額ではなかったろう｡われわれがもし,ブランキの『1848年のフラン

スにおける労働者階級』にある建具屋の家計を読削ぎ,眠っていてもはいってくる2400

フランの意味ほ,いっそう鮮明になるだろう｡｢わたしほ1日2フラン稼ぎます｡妻はレ

ースの女工で1日0･1-0.15フラン稼ぎます.子どもが4人おります｡･･.結局,わたした

ちほ1週12･75フランつかいます｡救済事務所から15日に1度, 3キロの黒パンを頂

いています｣ (S･ B6gu6ほか, La France et les Fracaisautrefois, Bordas, 1976, p. 63

に収録).つまり労働者ほ,仕事が毎日あると仮定して,日曜日も返上して働き続けると,

月に60フラン,年間720フランを得ることができた｡この建具屋の場合,日光の射さな

い地下の部屋を借り(週に1.5フラン)肉はかろうじて週に3回だけわずかに食べ(0.75

フラン)バターほ働き手である父親だけがつけて(0.5フラン),要するに生活の最低限を

さまよっている｡

もっとも,亡父の遺産をうけてからおよそ18ケ月間でその半ばを(5万フラン)浪費し

た,と母親から訴えられたボードレールにとって, 1845年からあとの経済生活は,いかに

もみじめであったにちがいない｡それでも彼は, 45年2月,画商アロンデルから1000フ

ランにおよぶ絵を買いこんでいる(!)

ありあまるほどの財産がなければ,ダンディほ不可能なのか,と思いをめくoらせたとき

にもし,パルべ-･ドールゲィイの『ダンディスム論』と出会ったとしたら,ボードレー

ルはおそらく,非常に勇気づけられただろう.なぜなら,著者がみずからの理論をくみた

てるのに最適な人物としてとりあげた典型的なダンディ,ジョージ･ブランメルの生涯の

うちで,読者がもっともつよく打たれるところは,ロンドンの社交界を圧倒したブランメ

ルの全盛期(1794年-1814年)の描写ではなく,経済的破綻,国王の寵愛の消失,といっ

たブランメルの孤独な落日の部分だからである｡

たとえば,ドールゲィイが散りばめるつぎのような文,
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これら関房のストイシアンたち〔ダンディたち〕は,かれらの流れる血をかれらの

仮面のうちがわで飲み,そして仮面をつけたままでいる.

Ces sto王ciens de boudoir boivent dams leur masque leur sang qui coule,.et

restent masques. (Barbey d'Aurevilly, Du dandysme et de ､G. Brummell,

Alphonse Lemerre, 1879, troisi毒me edition, p. 69)

を目にしたボードレールほ,ずっとあとになって,自分のダンディ論のなかで, ｢ダン

ディスムほ,精神主義やストイシズムと境を接している｣ (1e dandysme co■n丘ne au

spiritualismeetaustoⅠcisme. BOP II, p. 710)と書くのである｡むろん,これだけでほ

ない.ボ-ドレールの『現代生活の画家｣ (1863) 9章にみられる｢ダンディ｣論のはとん

どすべては,その発想の源泉をパルベイ･ドールヴィイの『ダンディスムおよびG.ブラ

ンメル論｣ (初版1845)に改んでいるだろう.したがってわれわれが検証するのほ,まず

これら2つのテキストの正確な対比と,それから浮びあがる両者の近親性,それにもかか

わらず診みでるボードレールの独創性の把握である｡そして最後に, ｢ボロを着たダンデ

ィ｣の現代的な意味を探ることになるだろう｡

(この項 終)


